
７月26日

　水間門前町桜のテラスで、大
阪大学名誉教授の河﨑善一郎様
をお迎えし、講演会が開催され
ました。
　約50人が来場し、会場は満席
に。雷が発生した際の正しい避
難行動や備えなどについて熱心
に聴く姿が見られました。

　農産物無人直売所「つげさん青
果」のオープンを記念し、「つげ
さんマーケット」を開催しました。
　採れたての新鮮な農産物を求め
る多くの方でにぎわいました。
　「つげさん青果」は、平日の開
庁時間に市役所１階エントランス
ホールで行っています。
　ぜひ、お越しください！

８月１日

７月18日

　和泉大学の学生やボランティアの
温かいサポートのもと、障害のある
方が水陸両用車イスを利用して、二
色の浜で海水浴を楽しみました。
　参加者は、波や潮風を感じながら
笑顔あふれるひと時を過ごし、海の
魅力を満喫されていました。

７月18日・19日

　夏の風物詩「太鼓台祭り」が開
催され、７基の勇壮な太鼓台が寺
内町を練り歩きました。
　今年は初めて駅前パレードが行
われ、華やかな演出に注目が集ま
りました。多くの方でにぎわう、
地域の誇りと熱気に包まれた２日
間となりました。
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　市内の高校生４人が、市の青少年
国際交流事業に参加し、姉妹都市の
カルバーシティ市(米国)を訪問しま
した。
　現地では、カルバーシティ市の施
設見学や、市長への表敬訪問、水車
完成式典へ参加しました。また、ホ
ストファミリーと過ごすことで言葉
や文化の違いを体感し、現地学生と
交流するなど貴重な体験をしました。
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◆障害者用に音声版・点字版の広報も発行しています。ご希望の方は障害福祉課

(☎072－433－7012)へお問合せください。

　また、障害のある方でイベントなどに参加する際配慮が必要な場合は、各問合せ

先へご連絡ください。可能な限り対応します。
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ユニバーサルビーチ体験会

７月23日

　第55回日本選手権関西大会で優
秀な成績を収め、第54回リトル・
シニア日本選手権大会に出場する、
泉佐野シニア所属の芽木成信選手
(一中３年)、板井謙心選手(二中
３年)、深田翔真選手(二中３年)
が全国大会を前に市役所に来られ
ました。
　３選手は「目標は優勝です‼」
と力強く話していました。

野球選手が表敬

８月５日～10日

７月31日～８月10日

　 か い づ か 国 際 交 流 協 会
(KAIFA)主催の台湾交流事業で、
台中科技大学の学生５人が来
貝しホームステイを行いまし
た。
　皆さんは、浴衣の着付けや
茶道、ホストファミリーとの
生活などを体験して日本文化
への理解を深め、本市での滞
在を満喫していました。

 市議会では、市と合同で街頭募
金活動を行い、お寄せいただいた
募金は日本赤十字社を通じて被災
地へお届けしました。ご協力あり
がとうございました。
　また、市からは、100万円の義
援金を日本赤十字社を通じて被災
地へお届けしました。
　被害にあわれた皆様に心よりお
見舞い申し上げ、犠牲になられた方々とご遺族の皆様に深くお悔やみ
申し上げます。

台湾交流事業 ８月７日 熊本地震への募金

講演会「雷から身を守るには」

つげさん青果オープン記念高校生がカルバーシティ市訪問

太鼓台祭り

JiroDiary

　令和８年熊本地震によりお亡くな
りになられた方々のご冥福をお祈り
するとともに、被災された皆様に心
よりお見舞い申し上げます。
　貝塚市は、市内13カ所に募金箱を
設置するとともに、市議会の皆様か
らのご提案で、私をはじめ、市幹部
職員も街頭にて募金活動を実施しま
した。また、市からは、災害見舞金
として100万円を被災地に送りまし
た。さらに、職員を被災地である八

代市に派遣し、現地での支援活動にも従事してもらっていま
す。自ら手を挙げ、被災地支援に向かう職員の姿勢を誇りに
思います。
　貝塚市においても、南海トラフ地震のリスクは常に警戒が
必要であり、さらなる防災力の強化は急務であると考えてい
ます。現在整備中の二色浜駅前広場に防災機能を備えるなど、
必要なハード整備を推進するとともに、地域の防災力向上に
向けた自主防災組織の育成、防災訓練の充実など、やるべき
ことはたくさんあります。
　自助・共助・公助とはよく言われることですが、市民の皆
様が自分自身を守る力をつけていただけるお手伝いをし、ま
た、地域での助け合いができる関係性づくりを促進し、そし
て市による公的支援を可能な限り速やかに多くの方に届けら
れる役所づくりを推進することで、いつ起こるかわからない
災害への備えへとつなげてまいりたいと思います。

令和８年熊本地震　被災地支援


